
２．事業費
（１）歳出

（２）歳入

３．成果指標

           施策評価シート 年度

１．基本情報
ま ち づ く り 目 標 心地よい生活環境が保たれたまち

施 策 活気のあるまちづくり
基 本 施 策 地域資源を活かした観光の振興

取り組み事項　 魅力発信により観光客を誘致する

め ざ す 暮 ら し の 姿

基 本 方 針

施 策 の 方 針

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 2.464 2.797 2.681 2.681 2.681 2.525
会計年度任用職員数 0.442 0.737 0.414 0.414 0.399 0.399
人件費計 17,344,496 22,476,164 18,014,314 19,568,139 20,218,189 19,091,653

事業費計 28,753,751 40,752,376 31,597,974 38,031,725 34,499,000 33,273,000

フルコスト 46,098,247 63,228,540 49,612,288 57,599,864 54,717,189 52,364,653

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0
県支出金 599,000 599,000
市債 0
その他 1,041,253 10,908,000 3,407,000 8,907,000 14,500,000 14,500,000

一般財源１ 45,056,994 52,320,540 46,205,288 48,692,864 39,618,189 37,265,653

一般財源２ 27,712,498 29,844,376 28,190,974 29,124,725 19,400,000 18,174,000

（１）成果指標

指標名 【質】観光入込数
単位 人

指標数値のめざす方向 増加
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

単年度目標値 690,000 690,000 690,000 690,000 690,000 690,000
単年度実績値 402,803 416,423 564,928 548,337
単年度達成率 58.37% 60.35% 81.87% 79.46% - -

（２）施策成果指標の結果に対する所見

成果指標 【質】観光入込数
前年度との比較 ↓：低下
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主 管 部 局 市民生活部　地域振興課 関 連 部 局

魅力発信による観光客の誘致

　市の無形民俗文化財である「相生ペーロン」と特産品の「相生かき」を観光の二本柱として、本市独自の観光に取り組
みます。また、万葉の岬、羅漢の里など市の景勝地やまちの魅力を再確認し、既存の観光資源に磨きをかけるとともに、
新たな資源を発掘し、にぎわいの創出と交流を活性化していきます。

１００年の歴史を持つ「相生ペーロン」の独自文化を観光に活用し交流を図ります。特に、教育型体験プログラムとして学
校、企業の研修などに活用されている体験乗船を核とした市内観光ルートづくりなどを進めます。また、「相生かき」のブ
ランド力と交通利便性を活かし、シーズンを通じて相生かきの産地での飲食、購買、宿泊などの観光につながる取り組み
を推進します。さらに、ＪＲ相生駅前のあいおい情報ラウンジ及び道の駅・海の駅あいおい白龍城の情報発信力と快適性
を高め、団体旅行にも対応した観光受入体制を確立するなど、顧客満足度と質の向上を図ります。

特
定
財
源

所見

コロナ禍の影響はまだあるが、三大祭の開催のほかイベント開催などにより、目標達成とはならなかっ
たが観光客を動員することができた。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204010001 事務事業名 中学生ペーロン推進事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 魅力発信により観光客を誘致する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
会計年度任用職員数 0.004 0.004 0.0 0.0 0.0 0.0
人件費計 141,363 158,855 129,758 140,077 144,427 144,427

事業費計 344,082 122,693 600,000 600,000 600,000 600,000

フルコスト 485,445 281,548 729,758 740,077 744,427 744,427

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 485,445 281,548 729,758 740,077 744,427 744,427
事業費計－特定財源 344,082 122,693 600,000 600,000 600,000 600,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】参加学校数
単位 校

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 3 3 3 3 3 3
単年度実績値 0 0 3 3

前年比 - - - 100% - -

単年度達成率 - - 100% 100% - -

6

実施の概要
　市内３中学校１年生によるペーロン体験乗船及びペーロン競漕を行う。

対象 市内中学校１年生

目的
　相生の伝統文化である「ペーロン」を体験し、ふるさとを愛する心をはぐくむとともに、ペーロン文化の
次世代の担い手を育成する。

関連計画

根拠法令

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 参加１校辺りフルコスト
単位 円／校

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 161,815 93,849.3333 243,252.6667 246,692.3333 248,142.3333 248,142.3333

単年度実績値 243,252.6667 246,692.3333

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
A：妥当性が高

い
ペーロンを通じて、学級運営において必要な団結力やチームワーク
を身につけ、ペーロン文化を継承する機会として妥当である。

なし

有効性
B：比較的有効

である

相生市の文化であるペーロンを体験し、学びの機会を提供する場と
して有効である。また将来のペーロンの担い手育成の場としても有
効である。

なし

効率性
C：効率性が低

い
例年平日に開催しており、ボランティア指導員の召集に課題がある。 あり

改革・改善プラ
ン達成度

C：改革改善効
果が低い

経験豊富なボランティア指導員が長年携わっており、実施方法等の
面において安全かつ効率的に運営できており、今後はその運営ノウ
ハウを継承することが課題とされる。

あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

参加者が限定される（中学１年生のみ）行事であり、広く市民が参加
ができるものではないため。

あり

B

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
これまでの長い歴史の中で継承されてきたノウハウをベースに、より安全かつ円滑に進めてい
くことが求められる。

休止・廃止となったときの
影響

相生市の財産であるペーロンに触れる機会がなくなることから、将来のペーロン文化の担い手
育成の場を失うこととなる。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
相生ペーロンの伝統文化継承のためにも将来の担い手を育成する事業として継続して実施す
る。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204010002 事務事業名 海洋訓練教室推進事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 魅力発信により観光客を誘致する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.028 0.028 0.028 0.028 0.028 0.028
会計年度任用職員数 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人件費計 190,023 214,196 181,661 196,108 202,198 202,198

事業費計 663,763 313,949 758,809 672,223 430,000 430,000

フルコスト 853,786 528,145 940,470 868,331 632,198 632,198

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 1,000 1,000 1,000 0 0

フルコスト－特定財源 853,786 527,145 939,470 867,331 632,198 632,198
事業費計－特定財源 663,763 312,949 757,809 671,223 430,000 430,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】行事参加延べ人数
単位 人

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 550 550 550 550 550 550
単年度実績値 44 0 41 152

前年比 - - - 370.73% - -

単年度達成率 8% - 7.45% 27.63% - -
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実施の概要
　子どもに対して海洋スポーツを普及・促進するため、Ｂ＆Ｇあいおい海洋クラブに事業委託を行う。ま
た、活動の拠点である海の環境交流ハウスの維持管理を行う。

対象 市内の子ども

目的
　自然に恵まれた相生湾の環境を活かして、ヨット・ボート・カヌーなど海洋スポーツの普及・啓発に努め
る。

関連計画

根拠法令 相生市立海の環境交流ハウスの設置及び管理に関する条例、相生市立海の環境交流ハウスの設置
及び管理に関する条例施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 行事参加延べ人数辺りフルコスト
単位 円／人

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 1,552.3382 960.2636 1,709.9455 1,578.7836 1,149.4509 1,149.4509

単年度実績値 19,404.2273 22,938.2927 5,712.7039

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
クラブ会員に対して、相生湾特有の穏やかな環境において海洋訓練
を実施することで、海洋スポーツの普及、推進が図れている。

あり

有効性
C：有効性が低

い

行事参加者数、会員数ともに減少しており、海の環境学習やペーロ
ン体験など、会員以外の子どもが参加できるような行事展開を考え
る必要がある。

あり

効率性
B：比較的効率

的である
海洋スポーツの普及、推進を図る上では、B＆Gあいおい海洋クラブ
へ事業を委託することは妥当である。

なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

会員数が減少傾向にある中、施設の利用も含めてより幅広い市民を
対象とした事業を行っていく必要がある。また、B＆Gあいおい海洋ク
ラブの活動体制や活動内容について見直しを検討する必要がある。

あり

透明性
C：透明性が低

い

活動内容が会員等一部に限定されている状況であるので、相生
ペーロン海館を活用した活動などペーロンと連携した事業を行い、広
く市民に対して活動について周知する必要がある。

あり

B

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
相生ペーロン海館を活用してペーロンと連携した活動を行うなど、海洋スポーツの普及のみな
らず、文化伝統の継承を視野に入れ、相生湾臨海部の活性化を図っていく。

休止・廃止となったときの
影響

自然に恵まれた相生湾の環境を活かした海洋スポーツの普及、推進が困難となる。

方向性 Ｄ：縮小

所見 Ｂ＆Ｇ海洋クラブの活動とペーロンを融合する取り組みを検討し、実施する。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204010003 事務事業名 観光協会推進事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 魅力発信により観光客を誘致する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.3 0.296 0.296 0.296 0.296 0.296
会計年度任用職員数 0.088 0.092 0.088 0.088 0.083 0.083
人件費計 2,159,889 2,399,113 2,052,258 2,241,228 2,315,940 2,315,940

事業費計 3,280,000 2,950,000 2,950,000 2,950,000 4,290,000 4,290,000

フルコスト 5,439,889 5,349,113 5,002,258 5,191,228 6,605,940 6,605,940

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 5,439,889 5,349,113 5,002,258 5,191,228 6,605,940 6,605,940
事業費計－特定財源 3,280,000 2,950,000 2,950,000 2,950,000 4,290,000 4,290,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】観光入込数
単位 人

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 690,000 690,000 690,000 690,000 690,000 690,000
単年度実績値 402,803 416,423 564,928 548,337

前年比 - 103.38% 135.66% 97.06% - -

単年度達成率 58.37% 60.35% 81.87% 79.46% - -
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実施の概要
　相生市観光協会が実施する各種観光振興事業への補助金及び相生みなとの女王の選考及び活動に
関する補助金を支出する。

対象 市民、観光客

目的 　観光協会への補助を通じて、相生市の観光の振興とPR活動を推進していく。

関連計画

根拠法令

特
定
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源



（２）コスト指標

指標名１ 観光入込数１人辺りフルコスト
単位 円／人

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 7.8839 7.7523 7.2496 7.5235 9.5738 9.5738

単年度実績値 13.5051 12.8454 8.8547 9.4672

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
A：妥当性が高

い
観光資源の少ない当市において、市の観光資源の発掘・PRを行う観
光振興事業はまちの活性化のためにも必要である。

なし

有効性
B：比較的有効

である
相生ペーロン祭の通常開催など、観光入込数は増しており、各種
キャンペーンの実施など観光振興に取り組んでいる。

なし

効率性
B：比較的効率

的である

観光協会の会員は市内の様々な事業者で構成されており、観光振
興を推進していく上では当協会と一体となって取り組むことが最適で
ある。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

C：改革改善効
果が低い

引き続き様々なイベントの実施に参加し、各種イベント開催など市の
活性化に繋げるため積極的に活動を行える手法を検討する必要が
ある。

あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

観光協会のHPやInstagramなどSNSを活用して情報発信に努めてい
る。

なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 相生市の観光振興を推進する上では継続して観光協会の活動を支援していく必要がある。

休止・廃止となったときの
影響

相生市の魅力のPR不足により、市外からの観光客が減少し、まちの活気が衰退していく。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 相生市の観光振興を推進するため、継続して相生市観光協会と連携して実施していく。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204010005 事務事業名 相生ペーロン祭事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 魅力発信により観光客を誘致する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.752 1.133 1.017 1.017 1.017 1.017
会計年度任用職員数 0.09 0.207 0.086 0.086 0.076 0.076
人件費計 5,230,229 8,970,498 6,727,045 7,287,206 7,507,513 7,507,513

事業費計 13,680,795 24,550,000 14,550,000 20,667,650 14,550,000 14,550,000

フルコスト 18,911,024 33,520,498 21,277,045 27,954,856 22,057,513 22,057,513

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 624,000 10,000,000 2,500,000 8,000,000 14,000,000 14,000,000

フルコスト－特定財源 18,287,024 23,520,498 18,777,045 19,954,856 8,057,513 8,057,513
事業費計－特定財源 13,056,795 14,550,000 12,050,000 12,667,650 550,000 550,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 海上の部参加チーム数
単位 チーム

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 65 65 65 65 65 65
単年度実績値 39 40 53 54

前年比 - 102.56% 132.5% 101.88% - -

単年度達成率 60% 61.53% 81.53% 83.07% - -

6

実施の概要 　相生市最大のイベントである相生ペーロン祭を例年５月に開催する。

対象 市民・観光客

目的 　集客によって観光の振興を図るとともに、ペーロンを通した地域の活性化を促進する。

関連計画

根拠法令

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 海上の部参加１チーム辺りフルコスト
単位

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 290,938.8308 515,699.9692 327,339.1538 430,074.7077 339,346.3538 339,346.3538

単年度実績値 484,898.0513 838,012.45 401,453.6792 517,682.5185

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
A：妥当性が高

い

前夜祭及び海上の部と陸上の部を開催した。多くの市民が参加する
とともに、市外から多くの観光客が訪れることから事業の妥当性は高
い。

なし

有効性
A：有効性が高

い
相生ペーロン祭の継続実施により地域への愛着を育むことで、次の
１００年に向けたペーロン文化継承につながるものである。

なし

効率性
C：効率性が低

い

材料費高騰等の影響により、祭準備を業者発注した際の費用や備
品購入のための費用が上がっており、コストの削減が難しい状況に
ある。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

物価高騰の中、収入増対策と開催規模の決定などにおいて、運営
組織での継続的な検討が必要となる。

あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

祭の開催内容の周知において、HPなどにより適切に情報提供を
行っているが、市民及び来場者に速やかに周知する方法について
検証の必要がある。

あり

A

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
運営経費が高騰するなか適切に事業が完了した。物価高騰の中、持続した祭の運営ができる
ように運営方法の見直しなど大幅な改革が必要である。

休止・廃止となったときの
影響

ペーロン祭の休止・廃止は相生のペーロン文化の存続に直結する。現に行事の中止により協
会所属チームの活動も鈍化しており、チームの存続にも影響が及ぶ可能性がある。

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
大きな事故もなく適切に事業が完了した。物価高騰の中、持続した祭の運営ができるように運
営方法の見直しなど大幅な改革が必要である。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204010006 事務事業名 羅漢の里もみじまつり事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 魅力発信により観光客を誘致する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6
会計年度任用職員数 0.08 0.18 0.08 0.08 0.08 0.08
人件費計 4,184,590 4,853,567 4,012,597 4,355,128 4,504,793 4,504,793

事業費計 47,438 1,900,000 1,900,000 1,900,000 1,900,000 1,900,000

フルコスト 4,232,028 6,753,567 5,912,597 6,255,128 6,404,793 6,404,793

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 4,232,028 6,753,567 5,912,597 6,255,128 6,404,793 6,404,793
事業費計－特定財源 47,438 1,900,000 1,900,000 1,900,000 1,900,000 1,900,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 かがしコンテスト出品件数
単位 件

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 90 90 90 90 90 90
単年度実績値 0 63 72 67

前年比 - - 114.28% 93.05% - -

単年度達成率 - 70% 80% 74.44% - -

6

実施の概要
１１月第２日曜日に矢野町瓜生の自然を利用したイベントとして、市民参加型のかがしコンテストやス
テージイベント、各種バザーなどを実施する。

対象 市民・観光客

目的
市の北西山間部の観光資源である羅漢の里を活用したイベントを開催し、観光客を誘致することで観光
の振興を図る。

関連計画

根拠法令

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 出展１件辺りフルコスト
単位 円／件

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 47,022.5333 75,039.6333 65,695.5222 69,501.4222 71,164.3667 71,164.3667

単年度実績値 107,199.4762 82,119.4028 93,360.1194

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
矢野町瓜生の自然を活かし、羅漢の里や感状山などをアピールする
場として妥当である。

なし

有効性
B：比較的有効

である

実行委員会には地元自治会や地元の学校園のPTAも参加し、地域
と一体となり行事を進行している。地域との連携や協力体制の構築
に寄与しており有効である。

なし

効率性
B：比較的効率

的である

事業コストの約５０％を協賛金で賄っており、市内の主要な企業はす
でに協賛企業としてご協力いただいている中、新たな協賛企業の開
拓も難しい状況にある。現状以上のコスト削減は行事の実施に大き
な影響を及ぼす可能性が高い。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

C：改革改善効
果が低い

もみじまつりは３５回目を迎え、実施時期、場所、内容ともに来場者
及び参加者に定着し、人気のイベントとなっているが、新しいアイデ
アを取り入れた実施内容の工夫が必要である。

あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る
適宜HPや全戸配布などで情報提供を行っている。 なし

B

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
羅漢の里や感状山など相生市の観光資源をアピールする場でもあるとともに、地元の理解と協
力のもと、今後も地域活性化のために創意工夫しながら、もみじまつりを継続実施する必要が
ある。

休止・廃止となったときの
影響

羅漢の里や感状山など相生市の観光資源をアピールする場を失うこととなる。また、かがし作り
が団体内でのコミュニケーションツールとなっていたり、設置後のかがしを見学に行くのが恒例
行事になっている施設があったりと、市内各種団体と地域のふれあいの場がなくなるなど影響
が生じることが予想される。

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見 相生市の山側の観光資源をＰＲする場として、地元と協力しながら継続して実施する。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204010007 事務事業名 相生かきまつり事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 魅力発信により観光客を誘致する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.372 0.372 0.372 0.372 0.372 0.372
会計年度任用職員数 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
人件費計 2,665,419 2,992,221 2,563,316 2,796,443 2,901,307 2,901,307

事業費計 629,590 666,000 666,000 666,000 666,000 666,000

フルコスト 3,295,009 3,658,221 3,229,316 3,462,443 3,567,307 3,567,307

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 3,295,009 3,658,221 3,229,316 3,462,443 3,567,307 3,567,307
事業費計－特定財源 629,590 666,000 666,000 666,000 666,000 666,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【量】グルメ・特産品コーナー販売額
単位 円

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 9,329,050 9,329,050 9,329,050 9,329,050 9,329,050 9,329,050
単年度実績値 0 4,597,470 9,442,980 15,070,340

前年比 - - 205.39% 159.59% - -

単年度達成率 - 49.28% 101.22% 161.54% - -

6

実施の概要
　相生市の特産である牡蠣を全国にPRしていくため、焼きガキコーナーや各種バザー、ステージイベン
トを実施する。

対象 市民・観光客

目的
　市の特産品である「相生かき」のブランド力を活かし、イベントを行うことで賑わいの場を創出するととも
に、観光客を誘致し観光の振興を図る。

関連計画

根拠法令

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１
単位

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 0.3532 0.3921 0.3462 0.3711 0.3824 0.3824

単年度実績値 0.7957 0.342 0.2298

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
相生市の特産品である相生かきのPRの場として妥当である。また、
あいおい情報ラウンジにおいて特設通販窓口を開設した。

あり

有効性
B：比較的有効

である

相生かきのPRとしてかきまつりの実施は有効であった。また、直販
コーナーを再設置することができ、来場客の声に答えることができ
た。

あり

効率性
B：比較的効率

的である
赤穂市や備前市など、かきを特産品とするJR赤穂線沿線の市町と
情報共有しながら、行事の実施について適切に判断した。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

「特産品としてのPR」と「飲食を楽しめる行事」という２つの要素を両
立させる必要がある。会場内レイアウトや漁協の関係性など実施内
容について検討が必要である

あり

透明性
A：透明性が高

い
HPや全戸配布などを適宜情報公開を行った。 なし

A

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
かきまつりとして実施できたことは、かきのPRイベントとして成功であった。今後も近隣自治体
のかきイベントの状況等を見ながら適切な形で実施していく。

休止・廃止となったときの
影響

相生市の特産品である相生かきのPRの場がなくなることから、市内産業への多大な影響が予
想される。また、JR赤穂線沿線の市町と連携して行事を実施していることから、西播磨や岡山
東部地域への影響も懸念される。

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
相生市の最大の特産品である「相生かき」を広く全国的にＰＲするイベントとして継続して実施
する。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204010008 事務事業名 相生ペーロン振興事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 魅力発信により観光客を誘致する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 平成30年度 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.16 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12
会計年度任用職員数 0.04 0.11 0.04 0.04 0.04 0.04
人件費計 1,142,176 1,079,099 838,474 916,865 952,546 952,546

事業費計 550,000 292,600 550,000 550,000 550,000 550,000

フルコスト 1,692,176 1,371,699 1,388,474 1,466,865 1,502,546 1,502,546

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 1,692,176 1,371,699 1,388,474 1,466,865 1,502,546 1,502,546
事業費計－特定財源 550,000 292,600 550,000 550,000 550,000 550,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【量】体験乗船参加者数
単位 人

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500
単年度実績値 0 1,284 1,826 1,906

前年比 - - 142.21% 104.38% - -

単年度達成率 - 51.36% 73.04% 76.24% - -

6

実施の概要
　ペーロン文化の普及啓発と後継者育成のため、市内小学生を対象に、また、体験型観光プログラムと
して、企業や市外学校等を対象に体験乗船会を実施する

対象 市民・観光客

目的
　ペーロン文化の普及啓発のために市内小学生を対象とした体験乗船会を開催することで、将来の担
い手を育成するとともに、体験乗船会を体験型観光プログラムの一環として実施することで観光の受入
体制を充実させ、相生観光の質の向上を図る。

関連計画

根拠法令

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 参加者１人辺りフルコスト
単位 円／人

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 676.8704 548.6796 555.3896 586.746 601.0184 601.0184

単年度実績値 1,068.3014 760.391 769.6039

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
相生の文化であるペーロンを市内外の方（特にこども）に経験しても
らうことで、将来の担い手を育成する点で妥当である。

なし

有効性
B：比較的有効

である

屋外体験型のアクティビティーへの関心の高まりとともに、旅行会社
などとも連携し、需要を確実に拾うことが、ペーロン文化の継承・存
続にもつながる。

なし

効率性
C：効率性が低

い
県内外の高校の行事として、平日の開催要望も多く、ボランティア指
導員の召集に苦労を要している。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

A：改革改善効
果が高い

体験乗船実施海域の見直しなど、参加者にとって安全第一に充実し
た乗船会となるよう運用方法を適時見直しを行っている。

あり

透明性
A：透明性が高

い
様々な情報誌を活用するなど広く情報提供を行っており、市外県外
からの問い合わせも増加している。

あり

B

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見 コロナ禍以前と同様に学校及び一般企業等を中心に体験乗船実施ができている。

休止・廃止となったときの
影響

体験乗船は相生ペーロンの将来の担い手育成に直結する。また市外へのペーロン文化のア
ピールの場となることから、休止・廃止によるペーロン振興への影響は非常に多大である。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
相生ペーロンの将来の担い手育成の場として、また体験型観光プログラムとして重要な観光資
源であることから、継続して実施する。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204010009 事務事業名 ペーロン海館管理事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 魅力発信により観光客を誘致する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 平成29年度 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04
会計年度任用職員数 0.02 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
人件費計 299,626 335,288 259,516 280,155 288,855 288,855

事業費計 3,027,010 3,213,748 3,456,328 3,406,164 4,920,000 4,920,000

フルコスト 3,326,636 3,549,036 3,715,844 3,686,319 5,208,855 5,208,855

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 599,000 599,000
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 3,326,636 3,549,036 3,715,844 3,686,319 4,609,855 4,609,855
事業費計－特定財源 3,027,010 3,213,748 3,456,328 3,406,164 4,321,000 4,321,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 市外観光客利用率
単位 ％

指標数値のめざす方向 増加
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 50 50 50 50 50 50
単年度実績値 49.4 48.5 52.7

前年比 - 98.17% 108.65% - - -

単年度達成率 98.8% 97% 105.4% - - -

6

実施の概要
　ペーロン艇の管理、ペーロンの練習・交流の場、体験乗船の実施、市民・観光客の見学施設などの利
用を行う。

対象 市民、観光客

目的
　相生ペーロンの振興のため、拠点施設として設置した相生ペーロン海館を適切に運営し、伝統文化の
継承と交流を図る。

関連計画

根拠法令 相生市立相生ペーロン海館の設置及び管理に関する条例、相生市立相生ペーロン海館の設置及び管
理に関する条例施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１
単位

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 66,532.72 70,980.72 74,316.88 73,726.38 104,177.1 104,177.1

単年度実績値 67,340.8097 73,176 70,509.3738

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である

市の無形民俗文化財である「相生ペーロン」の振興と文化継承の促
進、またペーロンを通じての交流の促進の拠点施設として適切に運
営が出来ている。

なし

有効性
B：比較的有効

である
例年はペーロン競漕の練習や体験乗船等の利用により多くの方に
活用され利用頻度は高く、市の施設として効果が高い。

なし

効率性
B：比較的効率

的である

管理については相生市観光協会に委託しており、同協会が雇用する
相生ペーロンに精通し艇の管理や施設の設備操作を熟知している
相生ペーロン協会員が実施することで効果的な運営が出来ている。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

体験乗船等での活用を活発にするため、受付、人の手配、体験乗船
実施までの運営を相生ペーロン協会と市とでよりスムーズに実施出
来るよう役割を明確にする。

あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

体験乗船については旅行会社等に周知することで、修学旅行や企
業レクリエーションでの利用に繋げることが出来ている。

あり

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
相生ペーロンの更なる振興のため、体験乗船を核とした多様な活用方法を検討しながら継続し
ていく。

休止・廃止となったときの
影響

ペーロン艇の管理が出来なくなり、相生ペーロン祭の開催はもとより、相生ペーロンの普及、伝
統文化継承に支障をきたす。

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見 相生ペーロンの普及、伝統文化継承の拠点施設として適切に運営していく必要がる。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204010010 事務事業名 道の駅管理運営事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 魅力発信により観光客を誘致する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032
会計年度任用職員数 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
人件費計 245,333 274,089 237,575 262,324 274,074 274,074

事業費計 5,061,913 5,503,606 4,996,217 5,424,128 5,367,000 5,367,000

フルコスト 5,307,246 5,777,695 5,233,792 5,686,452 5,641,074 5,641,074

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 417,253 907,000 906,000 906,000 500,000 500,000

フルコスト－特定財源 4,889,993 4,870,695 4,327,792 4,780,452 5,141,074 5,141,074
事業費計－特定財源 4,644,660 4,596,606 4,090,217 4,518,128 4,867,000 4,867,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】【量】道の駅利用者数
単位 人

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000
単年度実績値 226,264 115,215 156,543 168,305

前年比 - 50.92% 135.87% 107.51% - -

単年度達成率 75.42% 38.4% 52.18% 56.1% - -

6

実施の概要
　道の駅あいおい白龍城の観光案内所、トイレ及び駐車場の管理運営を(株)あいおいアクアポリスに委
託する。

対象 市民、観光客

目的
　道の駅を適正に管理し、交流及び賑わいの場として市民及び観光客の利用を促すことで、市の活性
化を図る。

関連計画

根拠法令

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 利用者１人辺りフルコスト
単位 円／人

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 17.6908 19.259 17.446 18.9548 18.8036 18.8036

単年度実績値 23.456 50.1471 33.4336 33.7866

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
道路利用者の休憩の場及び観光客への地域特産品の情報発信拠
点として、市が道の駅の適正管理に関与することは妥当である。

なし

有効性
B：比較的有効

である

道の駅への観光客は相生市全体の半数近くを占めており、当市にお
いての有数の観光地点となっている。 あり

効率性
B：比較的効率

的である
維持管理に係る経費は据え置かれているが、施設の老朽化や機能
改善のための経費が必要である。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

白龍城の管理者である(株)あいおいアクアポリスと連携し、利用者に
とって利用しやすく魅力のある施設となるよう対策を講じていく。

あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

道の駅あいおい白龍城として、特産品の販売、また観光案内所で相
生市のみならず近隣市町の観光パンフレットなどを設置し、市民や
観光客にとって情報を収集しやすい環境を整えている。

あり

A

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
道の駅は相生市の観光情報の発信拠点だけでなく、それ自体が観光スポットとして市の賑わ
いづくりに寄与していることから、適正に維持管理をしていき、魅力のある施設として維持して
いく必要がある。

休止・廃止となったときの
影響

道の駅の維持管理が行き届かなくなり、利用者にとって快適な施設利用が出来なくなる。

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
相生市の観光情報の発信拠点であり、一番の観光スポットでもあることから、適切に運営して
いく必要がある。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204020001 事務事業名 相生市観・交・商連携型地域活性化事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 広域観光を推進する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 平成30年度 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.508 0.32 0.32 0.32 0.32 0.32
会計年度任用職員数 0.12 0.308 0.2 0.2 0.2 0.2
人件費計 3,616,556 2,899,080 2,375,760 2,623,241 2,740,747 2,740,747

事業費計 3,798,362 3,869,564 4,072,153 5,726,087 6,186,000 6,186,000

フルコスト 7,414,918 6,768,644 6,447,913 8,349,328 8,926,747 8,926,747

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 480,000 480,000 480,000 480,000 240,000 240,000

フルコスト－特定財源 6,934,918 6,288,644 5,967,913 7,869,328 8,686,747 8,686,747
事業費計－特定財源 3,318,362 3,389,564 3,592,153 5,246,087 5,946,000 5,946,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】来館者
単位 人

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000
単年度実績値 26,271 33,843 43,621 44,253

前年比 - 128.82% 128.89% 101.44% - -

単年度達成率 58.38% 75.2% 96.93% 98.34% - -

6

実施の概要
　地域の交通拠点であるＪＲ相生駅前の交通機能利用者（交流人口・市民）の利便・快適性を向上し適
時の情報提供を行うことで、新たな商機を創出し地域の活性化につなげる。その拠点施設として設置し
た「あいおい情報ラウンジ」を活用した広域的な情報発信を行う。

対象 市民、ビジネス・観光客、商業者

目的
　人口減に伴う市場縮小による市内商業、交通機能（事業者）等の存続危機に対応するため、「あいお
い情報ラウンジ」を拠点として、観光と連携した交流人口（ビジネス・観光客等）の活用により産業と地域
の活性化を図る。

関連計画

根拠法令 相生市立相生駅前総合情報発信施設の設置及び管理に関する条例、相生市立相生駅前総合情報発
信施設の設置及び管理に関する条例施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 来館者１人辺りフルコスト
単位

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 164.776 150.4143 143.287 185.5406 198.3722 198.3722

単年度実績値 282.2473 200.0013 147.8167 188.6726

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である

交通拠点相生駅前に設置した「あいおい情報ラウンジ」を起点として
利用者に適時の情報提供を行い、市内での飲食、交通利用、宿泊、
観光等に結び付けることは市の活性化を図るうえで妥当である。

あり

有効性
B：比較的有効

である
来館者に対して適時必要な情報提供を行った。 あり

効率性
B：比較的効率

的である

施設の運営に関しては、相生市観光協会に観光案内所の管理運営
を委託し、バスなどの交通事業者についても施設内で業務を行うこと
で、より効率的で幅広いニーズに対応した運営が出来ている。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

理化学研究所のオンライン施設見学において使用したＰＲ用動画モ
ニターをあいおい情報ラウンジに設置し公開することで、施設の情報
を発信する取り組みを行った。

なし

透明性
A：透明性が高

い

市内の観光情報だけでなく西播磨圏域の総合情報発信施設として、
近隣市町の観光パンフレットを設置するとともに、各種支援情報につ
いても情報提供を行った。

あり

A

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
駅前を拠点として市内全域の活性化を目指す上でも、観光・交通・商業の各関係機関と連携し
継続していく必要がある。

休止・廃止となったときの
影響

駅前での観光案内等の情報発信力が不足し、市内への誘客に繋げることができなくなる。

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
広域観光の推進においては、あいおい情報ラウンジを拠点施設として継続的に取り組んでいく
必要がある。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040204020002 事務事業名 ふるさと応援大使活用事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 活気のあるまちづくり
基本施策 地域資源を活かした観光の振興 取り組み事項 広域観光を推進する

部名 市民生活部 課名 地域振興課
事業の開始 平成27年度 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.128 0.128 0.128 0.128 0.128 0.128
会計年度任用職員数 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024 0.024
人件費計 902,476 1,014,336 866,407 942,336 975,925 975,925

事業費計 265,908 162,036 265,889 202,543 340,000 340,000

フルコスト 1,168,384 1,176,372 1,132,296 1,144,879 1,315,925 1,315,925

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 1,168,384 1,176,372 1,132,296 1,144,879 1,315,925 1,315,925
事業費計－特定財源 265,908 162,036 265,889 202,543 340,000 340,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】ふるさと応援大使活動回数
単位 回

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 10 10 10 10 10 10
単年度実績値 7 0 0 0

前年比 - - - - - -

単年度達成率 70% - - - - -

6

実施の概要 　ふるさと応援大使の日常の活動において機会を捉え、市の広報や特産品等のＰＲを行う。

対象 市内外の人

目的 　ふるさと応援大使の情報発信力を活かし、相生市の魅力を広くＰＲすることにより観光の振興を図る。

関連計画

根拠法令
相生市ふるさと応援大使設置要綱

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 活動１回辺りフルコスト
単位

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 116,838.4 117,637.2 113,229.6 114,487.9 131,592.5 131,592.5

単年度実績値 166,912

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
市内外の方に広く市のＰＲを行う手段として、発信力のある者を市の
ふるさと応援大使に任命し、発信していくことは妥当である。

なし

有効性
B：比較的有効

である

ふるさと応援大使としての効果的な活動が出来ていないが、ど根性
大根大ちゃんを活用したＰＲを行うことで一定の集客宣伝効果は得ら
れている。

あり

効率性
B：比較的効率

的である
ふるさと応援大使を新たに１名任命を行い、さらなる相生の魅力発
信に努める。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

より発信力のある者を任命し、積極的に活用していくことで市の魅力
を発信していく。

あり

透明性
C：透明性が低

い
ふるさと応援大使の存在や活動内容など、広く周知していく必要があ
る。

あり

B

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見
ふるさと応援大使の任命者の位置付け、役割を整理した上で、より広く市内外に相生市をＰＲ
出来るような活用の方法を検討していく必要がある。

休止・廃止となったときの
影響

特に市外の方に対して効果的に相生市の魅力をＰＲする手段が失われる。

方向性 Ｃ：改善・見直しの上で継続

所見 広域的に情報を発信する有効な手段として、活用方法を検討した上で継続して実施する。



構成事務事業の事後総合評価
事務事業担当者の評価 上位責任者の評価

担当者所見 方向性及び所見

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｃ：改善・見直しの上で継続 Ｄ：縮小

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｃ：改善・見直しの上で継続 Ｃ：改善・見直しの上で継続

Ｂ：現状のまま継続 Ｃ：改善・見直しの上で継続

Ｃ：改善・見直しの上で継続 Ｃ：改善・見直しの上で継続

Ｃ：改善・見直しの上で継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｂ：現状のまま継続 Ｃ：改善・見直しの上で継続

Ｃ：改善・見直しの上で継続 Ｃ：改善・見直しの上で継続

事務事業名 総合評価

これまでの長い歴史の中で継承されてきたノウハウをベース
に、より安全かつ円滑に進めていくことが求められる。

相生ペーロンの伝統文化継承のためにも将来の担い手を育
成する事業として継続して実施する。

相生ペーロン海館を活用してペーロンと連携した活動を行う
など、海洋スポーツの普及のみならず、文化伝統の継承を視
野に入れ、相生湾臨海部の活性化を図っていく。

Ｂ＆Ｇ海洋クラブの活動とペーロンを融合する取り組みを検
討し、実施する。

相生市の観光振興を推進する上では継続して観光協会の活
動を支援していく必要がある。

相生市の観光振興を推進するため、継続して相生市観光協
会と連携して実施していく。

運営経費が高騰するなか適切に事業が完了した。物価高騰
の中、持続した祭の運営ができるように運営方法の見直しな
ど大幅な改革が必要である。

大きな事故もなく適切に事業が完了した。物価高騰の中、持
続した祭の運営ができるように運営方法の見直しなど大幅な
改革が必要である。

羅漢の里や感状山など相生市の観光資源をアピールする場
でもあるとともに、地元の理解と協力のもと、今後も地域活性
化のために創意工夫しながら、もみじまつりを継続実施する
必要がある。

相生市の山側の観光資源をＰＲする場として、地元と協力し
ながら継続して実施する。

かきまつりとして実施できたことは、かきのPRイベントとして
成功であった。今後も近隣自治体のかきイベントの状況等を
見ながら適切な形で実施していく。

相生市の最大の特産品である「相生かき」を広く全国的にＰＲ
するイベントとして継続して実施する。

コロナ禍以前と同様に学校及び一般企業等を中心に体験乗
船実施ができている。

相生ペーロンの将来の担い手育成の場として、また体験型
観光プログラムとして重要な観光資源であることから、継続し
て実施する。

相生ペーロンの更なる振興のため、体験乗船を核とした多様
な活用方法を検討しながら継続していく。

相生ペーロンの普及、伝統文化継承の拠点施設として適切
に運営していく必要がる。

道の駅は相生市の観光情報の発信拠点だけでなく、それ自
体が観光スポットとして市の賑わいづくりに寄与していること
から、適正に維持管理をしていき、魅力のある施設として維
持していく必要がある。

相生市の観光情報の発信拠点であり、一番の観光スポットで
もあることから、適切に運営していく必要がある。

中学生ペーロ
ン推進事業 B

海洋訓練教室
推進事業 B

観光協会推進
事業 A

相生ペーロン
祭事業 A

羅漢の里もみ
じまつり事業 B

相生かきまつ
り事業 A

相生ペーロン
振興事業 B

ペーロン海館
管理事業 A

道の駅管理運
営事業 A



評価対象外の構成事務事業一覧
事務事業名

観光費事務経費

施策の事後総合評価
(1)施策成果指標
施策成果指標 単年度目標達成率 前年度との比較 最終目標値に対する達成率
【質】観光入込数 79.46% ↓：低下

単年度目標平均達成率（ａ） 達成度　（（ａ）による自動判定）達成状況
79.46% 低 保留
達成状況の原因分析、説明等

(2)施策の事後総合評価

はい

ない

施策の総合評価 Ｂ：おおむね順調に進捗している

【総合評価】施策成果指標

当初方針の通りに進んだか

相生市の三大祭をはじめ、イベント等を実施し市の活性化に寄与した。

構成事務事業に課題はな
いか

「相生ペーロン」、「羅漢の里もみじまつり」及び「相生かき」といった観光資源を普及・啓発す
る事業やそれらを活用しＰＲしていくための拠点施設の運営事業から構成されており問題は
ない。

今年度の成果等

特産品である「相生かき」をＰＲするため、かきまつりでは牡蠣直販コーナーを設け実施する
ことができた。

第三者評価委員会意見

施策の方針に対する実
績、指標の達成状況の分
析、今後の課題・方向性

相生ペーロン祭、羅漢の里もみじまつり、かきまつりを開催することができた。今後について
も、市の魅力発信のため、相生市の三大祭として開催する。



２．事業費
（１）歳出

（２）歳入

３．成果指標

           施策評価シート 年度

１．基本情報
ま ち づ く り 目 標 心地よい生活環境が保たれたまち

施 策 活気のあるまちづくり
基 本 施 策 地域資源を活かした観光の振興

取り組み事項　 広域観光を推進する

め ざ す 暮 ら し の 姿

基 本 方 針

施 策 の 方 針

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.636 0.448 0.448 0.448 0.448 0.448
会計年度任用職員数 0.144 0.332 0.224 0.224 0.224 0.224
人件費計 4,519,032 3,913,416 3,242,167 3,565,577 3,716,672 3,716,672

事業費計 4,064,270 4,031,600 4,338,042 5,928,630 6,526,000 6,526,000

フルコスト 8,583,302 7,945,016 7,580,209 9,494,207 10,242,672 10,242,672

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0
県支出金 0
市債 0
その他 480,000 480,000 480,000 480,000 240,000 240,000

一般財源１ 8,103,302 7,465,016 7,100,209 9,014,207 10,002,672 10,002,672

一般財源２ 3,584,270 3,551,600 3,858,042 5,448,630 6,286,000 6,286,000

（１）成果指標

指標名 あいおい情報ラウンジ来館者数
単位 人

指標数値のめざす方向 増加
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

単年度目標値 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000
単年度実績値 26,271 33,843 43,621 44,253
単年度達成率 58.38% 75.2% 96.93% 98.34% - -

（２）施策成果指標の結果に対する所見

成果指標 あいおい情報ラウンジ来館者数
前年度との比較 ↑：向上

6

主 管 部 局 市民生活部　地域振興課 関 連 部 局

広域観光の推進

インバウンドへの対応を含め、観光客をもてなす体制づくりを進めます。

西播磨地域の交通拠点であるＪＲ相生駅前のあいおい情報ラウンジやふるさと応援大使などの情報発信力を活用し、市
内の宿泊施設や交通事業者と連携し、広域観光を推進します。 

特
定
財
源

所見

ビジネス・観光などで微増ではあるが来館者が増加した



構成事務事業の事後総合評価
事務事業担当者の評価 上位責任者の評価

担当者所見 方向性及び所見

Ｃ：改善・見直しの上で継続 Ｃ：改善・見直しの上で継続

Ｃ：改善・見直しの上で継続 Ｃ：改善・見直しの上で継続

事務事業名 総合評価

駅前を拠点として市内全域の活性化を目指す上でも、観光・
交通・商業の各関係機関と連携し継続していく必要がある。

広域観光の推進においては、あいおい情報ラウンジを拠点
施設として継続的に取り組んでいく必要がある。

ふるさと応援大使の任命者の位置付け、役割を整理した上
で、より広く市内外に相生市をＰＲ出来るような活用の方法を
検討していく必要がある。

広域的に情報を発信する有効な手段として、活用方法を検
討した上で継続して実施する。

相生市観・交・
商連携型地域
活性化事業

A

ふるさと応援
大使活用事業 B



評価対象外の構成事務事業一覧
事務事業名

施策の事後総合評価
(1)施策成果指標
施策成果指標 単年度目標達成率 前年度との比較 最終目標値に対する達成率
あいおい情報ラウンジ来館者数98.34% ↑：向上

単年度目標平均達成率（ａ） 達成度　（（ａ）による自動判定）達成状況
98.34% 中 保留
達成状況の原因分析、説明等

(2)施策の事後総合評価

いいえ

ない

施策の総合評価 Ｂ：おおむね順調に進捗している

【総合評価】施策成果指標

当初方針の通りに進んだか

情報ラウンジにおいて、来館者に対し必要な情報発信に努めた。

構成事務事業に課題はな
いか

広域観光の推進手段としては各事業を効果的に展開していくことが適している。

今年度の成果等

情報ラウンジ利用が少しずつ回復しており、観光情報だけで無く総合情報発信施設として
様々な情報提供を行った。 

第三者評価委員会意見

施策の方針に対する実
績、指標の達成状況の分
析、今後の課題・方向性

インバウンドへの対応を含めた広域観光として市のPRを実施していく。


